
ボランティアの方

の手作りの食事

レクリエーションの輪投げ

笑顔いっぱいの楽しい会です
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地域福祉の推進力　油
見
三
丁
目
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
、
平
成
13
年
か
ら
活

動
し
て
い
る
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
「
と
う
が
き
の
会
」
が
あ
り
ま
す
。

　代
表
の
新
本
南
海
さ
ん
、
丸
古
清
子
さ

ん
に
活
動
内
容
に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

　  「
と
う
が
き
の
会
」
の
由
来
は

　「と
う
が
き
」
と
は
、
い
ち
じ
く
の
こ
と

で
す
。
油
見
地
区
は
、
昔
い
ち
じ
く
が
有

名
だ
っ
た
の
で
、
皆
さ
ん
が
親
し
み
を
持

て
る
よ
う
、

会
の
名
前
を

「
と
う
が
き

の
会
」
と
し

ま
し
た
。

　  ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か

　現
在
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
８
人
で
活
動

し
て
い
ま
す
。
地
区
在
住
の
一
人
暮
ら
し

の
高
齢
者
の
う
ち
、
と
う
が
き
の
会
に
参

加
の
希
望
が
あ
っ
た
方
を
会
員
と
し
、
現

在
14
人
の
方
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　主
な
活
動
内
容
は
、
油
見
地
区
の
公
園

お
よ
び
会
館
の
清
掃
活
動
、
盆
踊
り
や
餅

つ
き
大
会
な
ど
の
行
事
へ
の
参
加
で
す
。

年
に
一
度
総
会
を
開
催
し
、
会
員
と
一
緒

に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
食
事
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
年
末
に
は
見
守
り
も
兼
ね
、

会
員
宅
を
訪
問
し
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
し

て
い
ま
す
。

　  活
動
の
や
り
が
い
は

　会
員
が
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
た
り
、
喜

ん
で
も
ら
え
る
こ
と
が
や
り
が
い
で
す
。

集
ま
り
や
訪
問
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
る

会
員
が
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
聞
く

と
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
、

楽
し
く
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

大
竹
市
社
会
福
祉
協
議
会
角
井
地
域
福
祉

係
長
に
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ  

社
会
健
康
課 

☎
59
２
１
５
２

問
い
合
わ
せ
　
☎
52
２
２
１
１

　自
分
の
趣
味
や
特
技
を
活
か

し
た
活
動
を
、
地
域
に
役
立
て

て
み
ま
せ
ん
か
。

　地
域
福
祉
の
推
進
に
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
力
を

必
要
と
し
て
い
ま
す
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、「
で
き
る

と
き
に
、
で
き
る
こ
と
を
！
」

を
合
言
葉
に
し
て
い
ま
す
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
特
別
な
も

の
で
は
な
く
、「
昔
な
が
ら
の
ご

近
所
づ
き
あ
い
、
向
こ
う
三
軒

両
隣
」
の
気
持
ち
で
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　地
域
福
祉
の
推
進
に
あ
た
り
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
パ
ー
ト

ナ
ー
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
が
あ

る
方
は
大
竹
市
社
会
福
祉
協
議

会
地
域
福
祉
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

「社会福祉関係　　　　
　　功労者等の知事表彰」

とうがきの会

旧松ケ原小学校
　オープン前から長蛇の列で、約800人が訪れた「廃校ノスタルジア」。廃
校になった穂仁原小学校と阿多田小学校で使われていた、机や椅子、
チョーク、トランペットなどが販売された。一点物はオークションで価格が決
められ、参加者の威勢の良い声が飛び交った。
　市内から訪れていた太田智絵さんは「このイベントはフェイスブックで知
り、子どもと２人で来ました。試験管を３つ買いましたよ。とても楽しめてい
ます」と笑顔で話してくれた。

（上）教室に入場制限がかか
るほど、多くの人でにぎわっ
た。
（下）オークションでは、あち
らこちらで手が上がり、威勢
の良い声が飛び交った。

（左）「よいしょー」の掛け声
でもちをつく大人と子どもた
ち。もちつきを楽しむ参加者
の笑い声が響き渡った。
（下）待ちに待った食事の時
間。もち入りのフルーツポン
チおいしそうだね。

夢の提案者、島津美夢さん。 大人も子どももみんな笑顔で記念撮影。

市内から訪れていた、太田智絵さんと芽依ちゃん。

みんなで叶えた
　　　　　美しい夢
阿多田島フェリー乗り場駐車場

　青少年育成広島県民会議が主催する「夢配達人プロ
ジェクト推進事業」。広島県内の子どもの夢を地域の方
が協力して叶えるこの事業に、阿多田島に住む島津美
夢さん（小方中１年）の夢が選ばれた。
　「なくなってしまったもちつき大会をもう一度行い、島
のみんなと交流したい」
　阿多田島の住民は約300人。この日は島津さんの夢
を叶えるために約250人が集まった。久々のもちつき
大会に大人も子どもも気合十分。みんなでもちをつき、
もちを食べ、楽しい時間を過ごした。

2311

2411

（
右
）ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
な
ど

約
１
、８
０
０
点
の
備
品
が

販
売
さ
れ
た
。

旅立つ　思い出の品
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